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活

力

あ

る

同

窓

会

活

動 

 

同
窓
会
会
長 

深
尾
秀
次 

 

御
挨
拶
の
前
に
、
３
月
１
１
日
に
大

震
災
に
見
舞
わ
れ
た
、
被
災
地
・
関
係

者
の
方
々
に
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
る
事
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

さ
て
今
年
７
月
の
総
会
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
早

や
３
期
（
６
年
）
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。 

 

そ
の
間
、
野
上
・
小
山
・
（
現
）
豊

田
校
長
の
元
で
、
『
活
力
の
あ
る
同
窓

会
活
動
』
を
テ
ー
マ
に
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
各
役
員
の
皆
様
の
御
支
援
を
頂

き
な
が
ら
、
つ
つ
が
な
く
会
の
運
営
を

さ
せ
て
頂
い
た
事
を
衷
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
３
つ
の
双
方
の
提
案
の

う
ち
、
蔵
工
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
は
、
同
窓
会
基
金
を
活
用
さ
せ
て

頂
き
、
２
０
１
０
年
５
月
に
竣
工
し
ま

し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
皆
様

の
限
り
な
い
英
知
と
セ
ン
ス
の
結
集
で

す
。
機
会
が
あ
れ
ば
訪
れ
見
学
下
さ
い
。

（
皆
様
私
有
の
展
示
物
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
ご
提

供
く
だ
さ
い
。
更
な
る
充
実
を
図
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
）
近
年
は
、
成
績
優
秀

な
生
徒
が
入
学
さ
れ
、
伝
統
あ
る
蔵
工

を
、
諸
先
生
共
々
構
築
頂
い
て
お
り
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 

 

同
窓
会
と
し
て
は
、
教
職
員
・
全
・

定
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
親
密
な
連
携
を
と
り
、

母
校
の
為
の
種
々
支
援
を
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
『
資
格
取
得
支
援
』
・

『
学
術
優
秀
者
・
精
皆
勤
賞
・
技
術
取

得
者
・
部
活
の
成
績
優
秀
者
』
の
表
彰

を
卒
業
式
時
に
行
い
同
窓
会
入
会
バ
ッ

チ
等
を
配
布
し
、
卒
業
生
の
入
会
を
お

祝
い
し
て
い
ま
す
。
本
年
の
総
会
は
、

別
途
御
案
内
の
通
り
７
月
８
日
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
元
に
、

同
窓
会
の
運
営
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

同
窓
会
へ
の
益
々
の
御
支
援
を
お
願
い

し
、
次
期
会
長
に
エ
ー
ル
を
送
り
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

ス
ペ
シ

ャ

リ

ス

ト

の

育

成

を

目

指

す 
  

学
校
長 

豊
田 

善
敬 

 

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

被
災
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
同
窓
会
諸

氏
の
中
に
は
、
関
係
す
る
方
々
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
２
２
年
４
月
１
日
付
で
本
校
校
長

と
し
て
着
任
し
た
豊
田
善
敬
で
す
。
今

年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
、

同
窓
会
よ
り
本
校
生
徒
の
教
育
活
動
に

対
し
て
、
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
生
徒
の
技
能
を
よ
り
高
め
る

た
め
、
資
格
取
得
、
も
の
づ
く
り
大
会

の
参
加
、
課
題
研
究
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
さ
て
、
本
校
は
開
校
以
来
、
日
本
の

産
業
社
会
を
支
え
る
優
秀
な
専
門
技
術

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
教
育
活

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
人

格
の
完
成
を
目
指
し
、
人
間
的
に
成
長

す
る
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は

着
任
後
「
高
度
な
専
門
的
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育

成
」
を
教
育
の
根
幹
に
お
き
、
生
徒
一

人
一
人
が
将
来
の
夢
や
希
望
を
確
実
に

実
現
で
き
る
蔵
前
工
業
高
校
と
す
る
こ

と
を
掲
げ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
蔵
前
工

業
高
校
の
良
き
伝
統
を
継
承
し
、
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し

て
い
く
所
存
で
す
。
次
に
本
校
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。 

本
校
で
は
、
入
学
時
か
ら
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
社
会

に
役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
徒
一
人
一
人
に
自
信
と
力
を

つ
け
さ
せ
て
い
ま
す
。
機
械
・
電
気
・

建
築
・
設
備
工
業
に
関
す
る
実
習
・
課

題
研
究
を
通
し
て
、
専
門
的
な
技
能
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
生
徒
を
も
の
づ
く
り

大
会
や
競
技
会
、
発
表
会
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
就
感
・
達
成
感

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
入
学
時
か
ら
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
計
画
的
に
行
い
、
職
業

観
・
勤
労
観
や
社
会
人
と
し
て
必
要
な

マ
ナ
ー
を
学
ば
せ
、
大
学
へ
の
進
学
、

企
業
へ
の
就
職
な
ど
生
徒
の
希
望
に
応

じ
た
進
路
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
に
海
外
修
学
旅
行
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
訪
問
国
の
歴
史
・
文
化
・
習

慣
を
理
解
し
、
日
本
の
歴
史
・
文
化
・

習
慣
を
伝
え
、
同
世
代
の
生
徒
と
の
学

校
間
交
流
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

際
社
会
を
担
う
人
材
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

 

私
自
身
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生

徒
の
成
長
と
蔵
前
工
業
高
校
を
さ
ら
に

発
展
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
同

窓
会
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

   

深

ま

る

同

窓

会 
 

 
 

 
 

 
 

と

の

交

流 
  

全
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

浅
見
隆
行 

  

平
成
２
２
年
度
全
日
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
浅
見
と
申
し
ま
す
。 

  

今
年
は
同
窓
会
会
長
様
、
方
々
の
お

計
ら
い
で
と
て
も
充
実
し
た
１
年
で
し

た
。 

私
達
は
親
と
し
て
蔵
工
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
同
窓
会
の
方
々
と
交
流
す
る

事
で
、
私
達
ま
で
が
卒
業
生
で
あ
る
か

の
よ
う
な
愛
校
心
を
持
つ
に
至
り
ま
し

た
。 

歴
史
や
校
風
を
知
る
事
も
出
来
、
よ
り

学
校
を
近
く
に
感
じ
る
事
も
出
来
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
定
時
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
を
つ
け
て
頂
き
蔵
工
と
し
て

一
つ
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

今
後
は
、
私
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
後
輩
を
育
て

同
窓
会
、
定
時
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
よ
り
協
力

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

最
後
に
、
こ
の
協
力
体
制
を
作
る
た

め
ご
尽
力
頂
い
た
同
窓
会
会
長
様
方
々

に
感
謝
し
ま
す
。 

    

      平 成 ２ 3 年 度  

  同 窓 会 総 会 と 懇 親 会 の ご 案 内  
 

 初夏の候、同窓生の皆様にはますますご清栄の事と存じます。  
 さて、隔年で開催しています同窓会総会を同窓会正副会長会議で協議し 、下
記の日程で開催すること となりました。皆様には、公私ともご多忙とは存じま
すが、あらかじめ日程調整の上、是非ご参加いただきますようご予定願いま
す。  

 開催日：  平成  23 年  7 月  8 日  (金 )  

 時  刻：  午後 6 時より 9 時 （ 受付は午後５時 3 ０分より ）   

 会  場：  台東区立  台東区民会館  ９階 

      電話  03-3842-0771 （ 精養軒）  

               03-3843-5391～ 3 （会館） 

 会費：   ５ ，０００円 

      平成23年・ 22年 3 月卒業生は 2,000 円 

 

● この会報に同封されている 「 はがき 」 で出欠のご連絡をお願いします。  

  恐縮ですが、 ５ ０円切手を貼って ください。  

●  又、ホームページ ,FAXからも出欠の連絡を受取ますのでご利用く ださい。  

  

 

 
●  東武線 ・ 地下鉄銀座線 ・ つくば XP  浅草駅から 370m （ 徒歩 5 分 ）  
● 都営地下鉄  浅草駅から 500m （ 徒歩 8 分 ）  
● 都バス  都08  日暮里⇔錦糸町、  
      草64  浅草雷門⇔池袋東口    ニ天門下車すぐ前 
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機
窓
会 

 
 

 

 
機
窓
会
会
長 

 

松
野 

義
勝 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
４
４
年
卒

） 

 

同
窓
会
総
会
開
催
を
お
祝
い
申
上
げ

ま
す
。 

 

機
窓
会
は
、
平
成
６
年
６
月
に
設
立

総
会
を
行
い
、
１
７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、
初
代
会
長
の
赤
羽
先
生
を

は
じ
め
、
設
立
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た

水
越
氏
、
大
谷
氏
、
他
、
ご
逝
去
さ
れ

た
会
員
と
現
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に

厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。 

 

会
長
は
第
２
代
深
尾
会
長
（
Ｓ
３
６

卒)

、
第
３
代
高
橋
会
長
（
Ｓ
３
９

卒
）、
第
４
代
丸
山
会
長
（
Ｓ
３
２
卒
）

と
引
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

○
機
窓
会
の
事
業
と
し
ま
し
て
、
設
立

当
初
よ
り 

一
在
校
生
生
徒
の
諸
活
動
に
対
す
る
支

援 一
機
械
科
職
員
と
の
親
睦 

一
同
窓
会
を
通
し
て
の
学
校
行
事
へ
の

参
画 

一
会
員
相
互
の
親
睦 

 
 

 
 

 

等
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。 

○
平
成
２
２
年
７
月
、
機
械
科
Ｏ
Ｂ
が

学
校
で
講
演 

 

同
窓
会
主
催
の
講
演
会
（
於
本
校
体

育
館
）
で
、
田
中
博
行
氏
（
昭
和
４
６

年
全
日
制
機
械
科
卒
、
横
河
電
機
勤

務
）
が
講
師
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

○
機
窓
会
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

機
窓
会
総
会
は
、
平
成
１
８
年
９
月

に
第
４
回
を
開
催
後
、
開
催
さ
れ
ず
早

急
に
第
５
回
総
会
を
予
定
致
し
ま
す
。 

 

現
在
、
機
窓
会
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

少
な
く
、
会
運
営
に
苦
慮
し
て
い
り
ま

す
。
昭
和
５
０
年
代
以
降
卒
業
の
会
員

さ
ん
の
方
で
吾
こ
そ
背
を
は
め
機
窓
会
、

と
自
負
さ
れ
ま
す
諸
兄
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
よ
り
会
員
間
の
絆
を

太
く
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

情
報
等
は
、
「
蔵
工
同
窓
会
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

 

検
索
は
最
終
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

  

電
友
会 

 
 

 

電
友
会
会
長 

 

白
井 

義
勝 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
３
５
年
卒

） 

電
友
会
だ
よ
り 

 

電
友
会
は
、
学
校
全
体
の
同
窓
会
と

は
別
に
、
電
力
・
電
気
科
卒
業
生
の
み

の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
１
４
年
前
に
発
足
い

た
し
ま
し
た
。 

 
発
足
以
後
の
卒
業
生
の
皆
様
は
、
ご

入
会
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
発
足

以
前
の
卒
業
生
に
つ
き
ま
し
て
入
会
の

申
込
み
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

電
友
会
の
運
営
は
、
同
窓
会
と
協
調

し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す

が
、
現
状
を

紹
介
い
た
し

ま
す
。 

 

電
友
会
の

運
営
は
、
役

員
を
中
心
に

幹
事
会
（
原

則
と
し
て
毎

月
）
で
行
事
内
容
・
学
校
行
事
へ
の
参

加
等
を
検
討
し
、
実
行
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
参
加
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
現

在
は
、
都
内
の
名
所
・
公
園
な
ど
を
回

る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
、
年
数
回
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

最
近
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
昨
年
１

０
月
に
、
小
石
川
後
楽
園
～
小
石
川
植

物
園
～
巣
鴨
と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
コ
ー
ス

等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
１
月
に
は
、
戸
田
幸
一
郎
先
生

（
理
科
担
当
、
享
年
８
７
歳
）
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
電
気
科
ク

ラ
ス
の
担
任
を
な
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

お
世
話
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
の
有
志
が
ご

葬
儀
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

電
友
会
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
電
友
会
総
会
は
、
隔
年
開
催

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

前
回
の
電
友
会
総
会
は
昨
年
の
４
月

に
開
催
（
写
真
）
し
ま
し
た
の
で
、
今

年
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
、
来
年
（
平

成
２
４
年
）
春
ご
ろ
に
開
催
す
る
予
定

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

総
会
終
了
後
に
各
ク
ラ
ス
の
ミ
ニ
ク

ラ
ス
会
な
ど
に
、
ご
利
用
す
る
の
も
ご 

一
考
か
と
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
の
電
友
会
総
会
に
お
い
て
、
改

選
さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

会
長 

 
 

白
井
義
勝
（
Ｓ
３
５
卒
） 

副
会
長 

 

島 

篤
志
（
Ｓ
４
０
卒
） 

 

同 
 

 

岡
田
憲
吾
（
Ｓ
４
１
卒
） 

 

同 
 

 

足
立 

攻
（
Ｓ
４
２
卒
） 

会
計 

 
 

西
村
耕
二
（
Ｓ
３
２
卒
） 

 

同 
 

 

中
西
国
博
（
Ｓ
５
２
卒
） 

監
査 

 
 

藤
巻 

隆
（
Ｓ
３
１
卒
） 

 

同 
 

 

北
島
鉱
一
（
Ｓ
５
２
卒
） 

ま
た
、
同
窓
会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
役
員
等
は
、
各
科
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
電
友
会
で
は
役
員
の
な
か
か
ら
推
薦

で
同
窓
会
の
役
員
等
に
な
っ
て
、
同
窓

会
と
電
友
会
の
つ
な
が
り
を
も
ち
、
入

学
式
・
卒
業
式
・
体
育
祭
・
蔵
工
祭
等

の
学
校
の
行
事
に
参
加
し
て
協
力
し
合

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

電
友
会
に
つ
い
て
の
入
会
申
込
み
・

問
い
合
わ
せ
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
次
の
連
絡
先
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【
連
絡
先
】
電
友
会
会
長 

白
井
義
勝 

 

（TEL

＆FA
X

） 
047-472-0876

 

  

建
友
会 

 

 
 

 

 

建
友
会
会
長 

 

塚
本 

康
一 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
３
３
年
卒
） 

御
礼 

第
９
回
建
友
会
総
会
開
催
（
平
成
２
２

年
９
月
１
０
日
） 

「
総
会
の
お
知
ら
せ
」
内
の
、
建
友
会

及
び
同
窓
会

基
金
へ
の
ご

寄
付
を
応
募

さ
れ
た
方
、

総
会
に
ご
出

席
さ
れ
た

方
々
に
は
、

厚
く
御
礼
申

上
げ
ま
す
。 

   

建
友
会
の
活
動 

（
以
下
敬
称
・
略
、
人
数
は
出
席
者
） 

幹
事
会 

 
 

平
成
２
１
年
９
月
２
５
日
９
名 

 
 

平
成
２
１
年
１
１
月
２
３
日 

 
 

 
 

金
沢
八
景
、
竹
内
先
生
宅
に 

 
 

 
 

て
幹
事
９
名
、
同
窓
生
２
名 

 
 

平
成
２
２
年
１
月
２
２
日
８
名
、 

 
 

 
 

総
会
準
備
会 

 
 

平
成
２
２
年
５
月
２
１
日
１
０
名
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
会
準
備
会 

 
 

平
成
２
２
年
６
月
１
８
日
８
名
、 

 
 

 
 

総
会
準
備
会 

 
 

平
成
２
２
年
８
月
２
７
日
８
名
、 

 
 

 
 

総
会
準
備
会 

〃 

 

第
９
回
総
会 

 
 

平
成
２
２

年
９
月
１
０
日 

 

会
員
４
８
名
、

来
賓
１
０
名 

 

幹
事
会 

 

 
 

平
成
２
２
年
１
０
月
８
日
１
０
名
、 

 
 

 
 

総
会
反
省
会 

 
 

平
成
２
３
年
１
月
２
８
日
７
名
、 

 
 

 
 

新
年
顔
合
会 

平
成
２
２
年
１
１
月
１
３
日 

 

森
安 

四
郎
先
生
を
偲
ぶ
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
元
建
築
科
長
） 

 
 

都
立
田
無
工
業
高
校
と
共
催 

 

世
話
人
・
三
野 

孝
司
（
Ｓ
２
７

卒
）、 

上
村 

泰
雄
（
Ｓ
２
７
卒
） 

建
友
会
新
入
会
員 

 

平
成
２
２
年
３
月
卒
業
生
（
５
９

期
）
２
７
名 

 

平
成
２
３
年
３
月
卒
業
生
（
６
０

期
）
３
２
名 

 

卒
業
生
表
彰 

 

卒
業
設
計
に
対
し
「
建
友
会
賞
」
を

授
与 

平
成
２
２
年
３
月
５
日 

 

最
優
秀
賞 

佐
々
木
麻
衣 

 

優
秀
賞 

 

清
水
敦
之
・
土
田
健
司 

 

努
力
賞 

 

仲
尾
次
慎
吾
・
中
村
淳 

平
成
２
３
年
３
月
１
１
日 

 

最
優
秀
賞 

深
澤
雅
子 

 

優
秀
賞 

 

鵜
澤
秀
行
・
勝
治
晃
人 

 

努
力
賞 

 

北
村
純
一
・
土
屋
匠 

 

新
役
員
（
総
会
で
決
定
） 

○
会
長 

 

塚
本
康
一
（
７
期
） 

○
副
会
長 

喜
多
山
弘
（
８
期
） 

 
 

 
 

 

小
島
康
雄
（
１
５
期
） 

 
 

 
 

 

最
首
守
雄
（
１
７
期
） 

 
 

 
 

 

阿
部
芳
雄(

２
１
期)

 

 
 

 
 

 

寺
崎
俊
典
（
３
８
期
） 

 
 

 
 

 

山
本
雅
子
（
３
９
期
） 

 
 

 
 

 

岸
江
伸
秀
（
４
９
期
） 

○
相
談
役 

三
野
孝
司
（
１
期
、
Ｓ
２

７
卒
）
・
上
村
泰
雄
（
１
期
）
・ 

新
井
敏
男
（
３
期
）
・
野
田
證
二
（
４

期
）
・
石
川
正
義
（
５
期
）
・ 

橋
本
裕
幸
（
６
期
）
・
細
沼
由
秋
（
１

２
期
）
・
竹
内
孝
義
（
元
教
諭
） 

○
顧
問 

金
子
淳
一
（
現
建
築
科
教

諭
・
科
長
）
・
大
内
一
保
（
現
建
築
科

教
諭
） 

○
会
計
・
事
務 

 

山
本
昇
（
１
８

期
）
・
岡
崎
一
成
（
２
９
期
） 

 

建
友
会
へ
の
連
絡
先 

 

住
所
変
更
・
そ
の
他
連
絡
は
左
記
に

お
願
い
し
ま
す
。 

 

会
長 

塚
本
康
一 

 
 

 
 

（TEL

）03-3691-5660
 

 
 

 
 

（FA
X

）03-3694-4452
 

 

事
務
局 

岡
崎
一
成 

 
 

（TEL

・FA
X

）03-5702-7520
 

 

  

研
設
会 

  

研
設
会
会
長 

 

伊
藤 

進 

 
 

 
 

 
 

 

（
昭
和
２
８
年
卒
） 

 

研
設
会
総
会
は
平
成
２
２
年
１
１
月

２
６
日
に
４

年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま

し
た
。
出
席

者
１
６
名
、

来
賓
１
２
名

の
列
席
を
い

た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

 

総
会
は
４
年
分
の
事
業
報
告
・
会
計

報
告
に
は
じ
ま
り
、
役
員
改
選
、
一
部

会
則
改
定
の
審
議
は
滞
り
な
く
進
行
い

た
し
ま
し
て
、
無
事
賛
同
を
得
ら
れ
ま

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

引
続
き
行
わ
れ
ま
し
た
懇
親
会
は
、

重
田
政
和
さ
ん
（
Ｓ
５
６
卒
）
の
元
気

な
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、
ご
来
賓
の

挨
拶
、
和
や
か
に
懇
親
の
後
、
戸
崎
先

生
の
指
揮
に
よ
る
校
歌
合
唱
な
ど
と
盛

会
で
あ
り
ま
し
た
。 

        

改
選
さ
れ
た
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す 

会
長 

 
 

伊
藤 

進
（
Ｓ
２
８
卒
） 

副
会
長 

 

染
谷
文
夫
（
Ｓ
３
５
卒
） 

 

同 
 

 

尾
島
正
樹
（
Ｓ
４
３
卒
） 

 

同 
 

 

保
科 

悟
（
Ｓ
５
４
卒
） 

会
計 

 
 

山
口
和
実
（
Ｓ
５
３
卒
） 

 

同 
 

 

水
谷
一
善
（
Ｓ
５
３
卒
） 

監
査 

 
 

馬
場
直
佐
（
Ｓ
２
８
卒
） 

 

同 
 

 

山
内
浩
之
（
Ｓ
５
４
卒
） 

書
記 

 
 

桑
原
一
夫
（
Ｓ
４
８
卒
） 
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蔵

工

記

念

館

の 
 

 
 

 
 

 
 

 

ご

紹

介 
 

蔵
工
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ 

伊
藤 

進 

  

平
成
２
１
年
１
０
月
３
０
日
蔵
工
祭

の
開
催
前
に
小
山
実
校
長
先
生
（
当

時
）
を
お
迎
え
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
員
と
同
窓
会
役
員
１
４
名
が
出
席
し

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 

 

蔵
工
記

念
館
は
吾

が
校
の
歴

史
と
緒
先

輩
の
業
績

を
披
露
し

皆
様
に
ご

覧
頂
く
場

所
で
あ
り

ま
す
。
限

ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で

は
あ
り
ま
す
が
「
よ
り
見
や
す
く
、
展

示
ス
ペ
ー
ス
も
多
く
」
の
希
望
か
ら
曲

線
を
多
用
し
た
展
示
場
を
計
画
致
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
飾
り
ケ
ー
ス
の
並
べ
方
も
直

線
で
は
な
い
凹
凸
の
あ
る
配
置
に
し
た

い
。
こ
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
し
添
付

し
た
「
パ
ー
ス

と
ス
ケ
ッ
チ
」

の
よ
う
な
計
画

図
を
作
成
い
た

し
ま
し
た
。 

 

工
期
に
つ
い

て
は
学
校
側
と

し
て
は
冬
季
休

暇
中
の
作
業
を

希
望
し
て
い
る

こ
と
か
ら
実
行

工
程
計
画
を
作

成
、
３
月
５
日

定
例
会
議
に
て
「
３
月
２
６
日
着
工
４

月
１
０
日
完
成
」
で
同
意
を
得
ま
し
た
。

そ
の
間
、
全
日
制
、
定
時
制
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
工
事
に
つ
い
て
の
経
過
を
説
明
し

了
解
を
得
ま
し
た
。 

 

４
月
１
５
日
、
小
山
校
長
・
深
尾
会

長
・
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ

ン
バ
ー

に
て
造

作
の
竣

工
検
査

を
行
い

瑕
疵
な

く
受
領

し
た
。

備
品
の

移
動
に
つ
い
て
は
学
校
側
の
応
援
を
得

て
支
障
な
く
完
了
し
た
こ
と
に
感
謝
し

御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。 

 

入
れ

物
は
出

来
た
が

飾
り
つ

け
が
大

変
で
し

た
。
学

校
の
沿

革
説
明

は
「
学
校
の
歩
み
」
と
し
、
つ
や
消
し

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
に
プ
リ
ン
ト
し

ポ
ス
タ
ー
化
し
た
。
写
真
は
デ
ー
タ
加

工
の
上
補
色
修
整
の
上
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
し
た
。 

ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
付
け
及
び
ピ
ク
チ
ャ

ー
レ
ー

ル
を
用

い
た
額

の
取
り

付
け
は

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム

全
員
が

作
業
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
過
に
よ
り
１
０
月
３

０
日
に
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。 

学
校
の
行
事
日
に
は
オ
ー
プ
ン
し
て
居

り
ま
す
。
ま
た
、
見
学
の
希
望
が
あ
れ

ば
個
々
に
対
応
い
た
し
ま
す
。 

是
非
お
立
ち
寄
り
頂
き
皆
様
の
目
で
計

画
と
実
際
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
ぜ

ひ
ご
確
認
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

ま
だ
ま
だ
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
は
あ
り

ま
す
。
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
「
記
念

館
に
飾
り
た
い
」
を
お
持
ち
の
方
は 

是
非
ご
寄
贈
下
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま

す
。 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蔵

工

祭

で

「
何

で

も

相

談

コ
ー

ナ

ー

」
を

開

設 
  

同
窓
会
で
は
毎
年
、
蔵
工
祭
で
生
徒

向
け
に
「
何
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

」
を

開
設
し
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
５
０
名
ほ
ど
の

来
訪
者
が
あ
り
、
同
窓
会
か
ら
は
毎
回

延
べ
１
５
名
ほ
ど
で
対
応
し
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
、
就
職

・
就
職
試

験

・
資
格
試
験

な
ど
相
談
に
答

え
し
ま
し
た
。 

  

当
日
は
蔵
工

記
念
館
も
同
時

開
館
し
、
多
く

の
来
館
者
も
あ

り
ま
し
た
。
来

館
者
か
ら
は

「
歴
史
を
大
切

に
し
て
い
る
」

「
展
示
方
法
が
綺
麗
だ
」
「
説
明
が
理

解
し
易
く
良
か
っ
た
」
と
好
評
で
し
た
。 

  

学

校

側

と

の

交

流 
  

情

報

交

換

会 
  

学
校
と
同
窓
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
た
め
に
、
毎
月
（
１

月
・
８
月
を
除
く
）
情
報
交
換
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

学
校
か
ら
は
全
日
制
お
よ
び
定
時
制
の

副
校
長
、
同
窓
会
か
ら
は
同
窓
会
副
会

長
（
４
名
）
の
メ
ン
バ
ー
で
行
い
、
適

宜
、
校
長
お
よ
び
同
窓
会
会
長
が
出
席

い
た
し
ま
す
。 

 

学
校
か
ら
、
そ
の
時
々
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
入
試
の
応
募
・

卒
業
生
の
就
職
の
状
況
に
つ
い
て
、
ま

た
、
在
校
生
・
学
校
か
ら
同
窓
会
へ
の

支
援
・
要
望
に
つ
い
て
な
ど
が
話
題
に

な
り
ま
す
。 

  

同
窓
会
か
ら
は
、
話
題
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
在
校
生
・
学
校
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
定
例
で
、
教
材
費
・

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
費
、
卒
業
生
へ
の
精

皆
勤
賞
・
特
別
表
彰
記
念
品
等
の
贈
呈

な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

以
前
に
は
、
体
育
祭
等
に
使
用
す
る

集
会
用
テ
ン
ト
が
必
要
と
の
要
望
に
よ

り
贈
呈
、
ま
た
、
蔵
工
記
念
館
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
こ
の
会
で
提
案
さ

れ
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
、
被

災
地
か
ら
新
入
生
を
２
名
受
入
れ
る
こ

と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

同
窓
会
で
は
、
で
き
る
範
囲
で
、
支
援

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

  

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
会
と
し
て
、
学

校
と
連
絡
を
密
に
し
て
、
在
校
生
・
学

校
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
力
し
て

ゆ
き
ま
す
の
で
、
同
窓
会
会
員
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

 

懇

親

会 
  

学
校
長
・
副
校

長
・
各
科
先
生
・

同
窓
会
と
の
懇
親

会
と
し
て
、
年
１

回
、
新
年
会
ま
た

は
忘
年
会
の
開
催
。 

 

平

成

２

１

年

度 

同

窓

会

総

会

・ 
 

 
 

 

懇

親

会 
 

平
成
２
１
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
平

成
２
１
年

７
月
１
０

日

（
金

）

１
８
時
よ

り
台
東
区

民
会
館
９

階
特
別
会

議
室
で
開

催
さ
れ
ま

し
た
。
盛

況
の
う
ち

に
開
催
さ
れ
議
事
も
無
事
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
に
は
旧
職
員
の
懐
か
し

い
お
顔
も
拝
見
で
き
、
お
元
気
な
祝
辞

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

機

械

科

Ｏ

Ｂ 

田

中

博

行

氏

講

演 
 

横
河
電

機
㈱
人

事
本
部

人
材
セ

ン
タ
ー

長 

 

平
成

２
２
年

７
月
８

日
に
、
就
職
活
動
を
直
前
に
控
え
た
生

徒
諸
君
に
同
窓
会
と
し
て
適
材
の
職
責

の
立
場
か
ら
講
演
を
頂
い
た
。
氏
は
、

昭
和
４
６
年
機
械
科
卒
の
Ｏ
Ｂ
で
、
在

学
中
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
現
日
本

実
業
団
連
盟
他
の
会
長
職)

に
勤
し
み

な
が
ら
、
成
績
も
よ
く
文
武
両
道
を
貫

き
ま
し
た
。 

講
演
要
旨
は 

『
社
会
が
求
め
る
人
材

は
、
目
標
を
持
ち
・
生
活
や
行
動
が
明

瞭
で
あ
り
第
２
外
国
語
を
習
得
さ
れ
る

事
が
、
必
須
条
件
と
成
る
時
代
と
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。
漫
然
と
、
流
さ
れ
な
い

で
、
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
勉
学
に
励

み
な
が
ら
部
活
こ
な
し
、
充
実
し
た
学

校
生
活
を
送
る
事
を
切
望
し
て
い
ま
し

た
。 

 

物

故

者 
 

戸

田

幸

一

郎

氏 
 

 

蔵
工
で
物
理
・
化
学
の
教
鞭
を
取
ら

れ
た
戸
田
幸
一
郎
先
生
が
本
年
１
月
２

０
日
に
８
７
歳
で
御
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

物
理
学
校
、
鉄
道
技
術
研
究
所
を
経

て
昭
和
２
４
年
に
蔵
工
に
ご
着
任
、
そ

の
後
４
０
年
余
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
お

取
り
に
な
り
、
多
く
の
蔵
工
生
を
育
て

ま
し
た
。
白
衣
を
着
て
チ
ョ
ー
ク
で
手

を
真
っ
白
に
し
た
授
業
中
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
る
同
窓
生
も
多
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
若
き
日
の
戸
田
先
生

） 

        

同
窓
会
役
員
の
訃
報 

 

雫 

庄

治

郎

氏 

設
備
工
業
科
昭
和
２
８
年
卒
（
享
年
７

５
歳
） 

平
成
２
２
年
８
月
ご
逝
去 

 

佐

藤 

雄

三

氏 

建
築
科
昭
和
４
５
年
卒
（
享
年
５
８

歳
） 

 

平
成
２
２
年
８
月
ご
逝
去 
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同

窓

会

特

別

賞 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の

授

与 
  

同
窓
会
在
校
生
表
彰
規
程
に
よ
り
、

母
校
の
在
校
生
が
日
頃
の
精
進
に
よ
っ

て
知
育
、
徳
育
、
体
育
の
各
方
面
に
お

い
て
活
躍
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

生
徒
お
よ
び
団
体
の
栄
誉
を
称
え
、
表

彰
状
お
よ
び
記
念
品
を
授
与
し
て
お
り

ま
す
。 

【
平
成
２
１
年
度
】 

○
全
日
制 

電
気
科 

ゴ
ー
ル
ド
マ
イ
ス
タ
ー 

 
 
 

 

菅
井 

祥
太 

機
械
工
作
部 

 

第
１
０
・
１
１
回
高
校
生
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
優
勝 

 
 
 

 

佐
藤 

知
弘
・
佐
藤 

仁
昭 

 
 
 

 

佐
藤 

友
彦
・
横
川 

直
弘 

科
学
部 

 

平
成
２
１
年
度
工
業
科
生
徒
研
究 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

成
果
発
表
大
会 

 
 

日
本
設
計
工
学
会
特
別
賞
受
賞 

 
 

 

小
林 

俊
輝
・
髙
橋 

悠
希 

 
 

 

利
根
川 

雅
樹
・
初
山 

広
平 

○
定
時
制 

 

資
格
取
得 

 
 

尹 

世
権
・
伊
藤 

正
義
・ 

 
 

田
宮 

あ
や
か
・
高
麗 

順
得
・ 

 
 

菅
生 

美
沙
紀
・
上
原 

義
人 

 

○
皆
勤
賞
・
精
勤
賞 

 
 

皆
勤
賞
３
３
名
・
精
勤
賞
２
０
名 

  

【
平
成
２
２
年
度
】 

○
全
日
制 

学
業
優
秀 

 
 
 

 

秋
本 

健
太 

建
築
研
究
部 

 

校
内
も
の
づ
く
り
に
貢
献 

 
 

鵜
澤 

秀
行
・
佐
々
木 

翔
斗
・ 

 
 

土
金 

翔
太
・
風
見 

亮
太
・ 

 
 

菱
沼 

孝
朗
・
古
山 

勇
太
・ 

 
 
 

 
 

 
 

深
澤 

雅
子
・
髙
橋 

昂
大 

 

平
成
２
２
年
度
東
京
都
高
等
学
校
工
業 

 
 
 

 

科
生
徒
研
究
成
果
発
表
大
会 

 
 

 

臼
山 

竜
盛
・
秋
田 

春
子
・ 

 
 

 

吉
田 

敬
史 

 

○
定
時
制 

 

資
格
取
得 

 
 

 

高
野 

由
香
・
宮
川 

信
幸
・ 

 
 

 

直
井 

貴
光 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
入
賞 

 
 

 

山
口 

貴
大 

 

○
皆
勤
賞
・
精
勤
賞 

 
 

皆
勤
賞
２
０
名
・
精
勤
賞
１
９
名 

 *************************************
 

 

よ

り

実

践

的

な

訓

練

に

励

む

機

械

科

生

徒

の

紹

介

 

  

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
が
、
技

術
・
技
能
の
継
承
を
目
的
に
主
催
し
て

い
る｢

高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス

ト
全
国
大
会｣

の
旋
盤
作
業
種
目
で
は
、

工
業
高
で
使
わ
れ
て
い
る
四
尺
旋
盤
で

は
な
く
、
大
型
で
よ
り
実
践
的
な
六
尺

旋
盤
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
家
試
験
の
技
能
検
定
二
級
の
旋
盤
加

工
に
つ
い
て
も
、
六
尺
旋
盤
に
よ
る
訓

練
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
蔵
工
に
も
六
尺
旋
盤
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

蔵

工

創

立

９

０

周

年

記

念

行

事

に

向

け

て

基

金

の

ご

協

力

を 

基
金
理
事
長
就
任
ご
挨
拶 

 

基
金
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

伊
藤 

進
（
Ｓ
２
８
年
卒
）
で
御
座
い

ま
す
。 

 

前
基
金
理
事
長
能
田 

舜
二
氏
が
平

成
２
１
年
１
０
月
８
日
に
一
身
上
の
都

合
に
よ
り
辞
任
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
事
務
処
理
を
理
事
長
代
行
と

し
て
執
行
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
２
２
年
６
月
２
５
日
の
基
金
理
事
会

に
お
い
て
基
金
理
事
長
の
大
任
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。 

 

前
理
事
長
の
意
思
を
尊
重
し
て
鋭
意

努
力
す
る
所
存
で
御
座
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

次
の
目
標
は
３
年
後
の
９
０
周
年
へ

向
か
っ
て
の
大
仕
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

前
年
度
は
蔵
工
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
浄
財
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 

今
後
も
飾
り
つ
け
等
を
工
夫
し
て
見
や

す
く
親
し
み
や
す
い
記
念
館
に
育
て
て

ゆ
く
決
意
で
居
り
ま
す
。 

 

同
窓
会
会
員
に
は
別
表
に
掲
げ
た
と

お
り
の
浄
財
を
寄
贈
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

９
０
周
年
行
事
に
は
出
費
が
予
想
さ
れ

ま
す
。 

引
き
続
き
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
頂
き

た
く
心
よ
り
お
願
い
致
し
ま
す
。 

以
上
お
願
い
方
々
就
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。 

  

名

簿

勧

誘

に

注

意

！ 
  

人
事
新
報
社
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
，
『
蔵
前

工
業
高
等
学
校
同
窓
名
鑑
』
を
発
刊
す
る
の

で
，
正
し
い
住
所
を
返
信
は
が
き
で
連
絡
し
て

欲
し
い
旨
の
内
容
が
書
い
て
あ
る
郵
便
物
が
届

い
て
い
る
よ
う
で
す
．
こ
の
“
人
事
新
報
社
”

と
い
う
会
社
お
よ
び
『
名
鑑
』
と
は
，
蔵
工
同

窓
会
は
一
切
の
関
わ
り
は
有
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
下
さ
い
．
“
人
事
新
報
社
”
と
い
う
会
社

は
，
全
国
の
高
専
，
大
学
，
高
校
等
に
も
同
様

の
郵
便
物
を
送
っ
て
お
り
，
ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
い
ろ
い
ろ
な
同
窓
会
か
ら
の
「
注
意
の
喚

起
」
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
．
『
名
鑑
』
の
価
格

も
「
同
窓
会
名
簿
」
に
比
べ
非
常
に
高
価
で
あ

り
内
容
は
不
明
で
す
．
記
載
内
容
に
関
す
る
個

人
情
報
の
保
護
の
面
も
判
り
ま
せ
ん
の
で
、
返

信
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。 

蔵 工 同 窓 会 の ホ ー ム ペ ー ジ が 開 設 さ

れ ま し た 。 http://kurakou.omiki.com  

YAHOO からは「蔵工同窓会」で検索できます 

 

    同 窓 会 基 金 の 報 告 と お 礼                

同窓会基金は、 平成21 ・ 22年度・ 23年 5 月の基金寄贈者は下記の名簿通りです。  

 なお、 平成22年度までの基金収支状況は総会にて報告いたします。  

 引き続きのご協力を願いた く 振込用紙を同封いたしましたのでよろし く お願いします。  

氏名 卒業年 科 全・定 氏名 卒業年 科 全・定 

小山 年春 昭和34年 電気 全日 青木 善男 昭和38年 電気 全日 

中里 孝一 昭和31年 機械 全日 中島 和宏 昭和35年 電気 全日 

田中 徳太郎 平成12年 建築 全日 川越 直樹 平成21年 電気 全日 

大井 忠雄 昭和40年 電気 定時 山口 憲一 昭和36年 電気 全日 

松永 明也 昭和34年 機械 全日 倉  勇次 昭和35年 電気 全日 

山中 八洲夫 昭和37年 機械 全日 渡邊 栄一 昭和42年 電気 全日 

熊  組 昭和44年 機械 全日 福地 秀男 昭和29年 電気 定時 

丸山 孝司 昭和46年 建築 定時 田中 博行 昭和46年 機械 全日 

伊藤 亮次 昭和30年 電気 全日 横田 貴弘 昭和57年 建築 全日 

内山 善夫 昭和34年 電気 全日 鈴木 喜次 昭和32年 建築 全日 

関谷 恵輔 昭和35年 電気 全日 じゃじゃ馬会 昭和36年 機械 全日 

（不明） 昭和48年 電気 全日 三好 健介 昭和36年 機械 全日 

（振込順）    （振込順）       

 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
の
状
況
や
ご
連
絡
を

広
く
同
窓
生
の
皆
様
に
お
届
け

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
提
案
も
お
聞
き
で
き
る
相
互

の
交
流
に
場
と
し
て
も
活
用
で

き
ま
す
の
で
、
お
友
達
に
も
広

く
宣
伝
し
て
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

                           

総
会
の
出
欠
連
絡
・
住
所
変

更
・
友
人
の
情
報
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
行
え
ま
す

の
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

振

込

詐

欺

発

生

！ 
 

 

 

警
視
庁
か
ら
の
連
絡
に
よ
る
と
、
一

昨
年
１
０
月
に
２
回
も
、
本
校
卒
業
生

を
騙
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
現
在
ま
で
本
校
の
卒
業
生
名

簿
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
確
認

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。 

 

も
し
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は

１
１
０
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、
学
校

に
も
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

 
0
3
-
3
86

2
-4

4
8
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な
お
、
同
窓
会
で
は
現
在
卒
業
生
名

簿
の
販
売

・
公
開
は
一
切
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

http://kurakou.omiki.com/

